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(論文内容の要旨)

本研究では,日常生括における計算機的な人間の記憶の拡張(拡張)に関する設計ｺﾝｾ

ﾌﾟﾄを提案する.本研究ではまた,上記ｺﾝｾﾌﾟﾄの実装技術について説明し,それらの

評価実験が効果的であることを示す.

ﾕ-ｻﾞが望む体験の保持や想起の支援がいつでもどこでも提供されるような記憶支援ｼ

ｽﾃﾑがこれまでにいくつも提案され,計算機による人間の記憶拡張の実現を心から望む

人は多い.事実,人の記憶活動は日常生括における体験の想起だけでなく,現在の関心ご

との解決や将来の計画で利用されている.しかしながら,人の記憶括動においてｽﾘｯﾌﾟ,

ﾗﾂﾌﾟｽやﾐｽﾃｲｸなどのｴﾗ-は容易に発生する.これらのｴﾗ-は計画されたﾀｽ

ｸを諦めさせることになる.故に,拡張記憶の究極的な目標は,ﾕ-ｻﾞが人の記憶と拡張

記憶をｼ-ﾑﾚｽに利用することで,これらのｴﾗ-を排除した日常生括を可能にするこ

とである.拡張記憶の研究が近年括発に行われているが,そのほとんどにおいて格調記憶

の走義自身は暖昧のままである.そこで,本研究ではまず,拡張記憶の設計法について議

論する.次に,拡張記憶のﾓｼﾞｭ-ﾙの実装法について説明する.

本研究では,これまで表硯されていたRhodes'の拡張記憶を再走義する.より詳細には,

拡張記憶の理想的な仕様を｢符号化｣, ｢蓄積｣, ｢検索｣の3ﾌﾟﾛｾｽに区別して説明する.

本研究では,拡張記憶を実現するために, SARと名付けた拡張記憶のﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸを導

入する.本ﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸを設計するために,本研究では以下の2つのｶﾃｺﾞﾘを走義す

る. -方は記憶操作に関するｶﾃｺﾞﾘ(operational category)であり, MemoryRetrieval,

Memory Transportation, Memory Exchange, Memory Editingという4種の要素が存在す

る.他方は記憶構造に関するｶﾃｺﾞﾘ(associablecategory)であり, Spatial, Physical

(Physical H皿an, Physical Object), Te叩Oral, Behavioral, Psychalという5分類･ 6

種の要素が存在する.

本研究では,上記のｺﾝｾﾌﾟﾄ設計に基づいて3種の拡張記憶ﾓｼﾞｭ-ﾙの実装を行う.



全てのﾓｼﾞｭ-ﾙでは,ﾕ-ｻﾞの視点映像が取得可能な頭部装着ｶﾒﾗとｳｪｱﾗﾌﾞﾙｺ

ﾝﾋﾟｭ-ﾀを採用している. (1)最初に,場所がﾕ-ｻﾞに対する記憶想起の起点

(location-triggered)となるResidual Memoryﾓｼﾞｭ-ﾙを提案する.例えば,ﾕ-ｻﾞが

以前来たことのある場所で,その場所体験した記憶を思い出したいという場合に,ﾕ-ｻﾞ

の記憶想起を支援する. Resi血al Memoryでは,映像検索技術の提案が研究の中心である.

Resi血al Memoryは記憶操作のｶﾃｺﾞﾘにおけるMemory Retrievalの実装例であり,記

憶構造のｶﾃｺﾞﾘにおけるSpatialの実装例である.本ﾓｼﾞｭ-ﾙの設計において人の時

空間的移動を要因として発生する空間遷移に関わるContinuityとSpaticalityという概

念を採用した. Residual Memoryでは, 3種の技術を採用する. (i)ﾕ-ｻﾞの頭部運動と

頭部装着ｶﾒﾗから得られるｼ-ﾝに写り込む移動物体を2個の1軸ｼﾞﾔｲﾛｾﾝｻによ

って排除することによる安定的な画像ﾏｯﾁﾝｸﾞ手法である. (ii) 2個の1軸ｼﾞﾔｲﾛ

ｾﾝｻを用いた移動平均法による映像ｼ-ﾝのｾｸﾞﾒﾝﾃ-ｼｮﾝである. (iii)時問連

続な空間と色情報による画像特徴空間との2種の異なる特徴空閏を用いたﾘｱﾙﾀｲﾑ

映像検索手法である. (2)次に,人がﾕ-ｻﾞに対する記憶想起の起点(h皿an-triggered)

となるNice2CUﾓｼﾞｭ-ﾙを提案する.例えば,ある人と出会った時の過去の体験や,名

前や所属,誕生日などの人に関する情報の想起を支援する. Nice2CUでは,人に関する履

歴や出会いﾛｸﾞといった情報を用いた拡張記憶の管理手法に関する設計と実装が研究の

中心である･ Nice2CUは記憶操作のｶﾃｺﾞﾘにおけるMemoryRetrievalとMemoryEditing

の実装例であり,記憶構造のｶﾃｺﾞﾘにおけるPhysicalH皿anの実装例である. Nice2CU

では,対象となる人を登録するためにRadio Frequency ldentification (RFID)装置を採

用した.また, Nice2CUでは対象となる人の履歴情報の登録を簡単にし,その履歴情報の

更新を自動化するためのCard and Mirrorｲﾝﾀﾌｪ-ｽを提案する. Cardｲﾝﾀﾌｪ

-ｽでは, RFIDﾀｸﾞが添付された名刺を利用する. Mirrorｲﾝﾀﾌｪ-ｽでは,ﾏｼﾞｯ

ｸﾐﾗ-の背面にｶﾒﾗを設置した鏡台を採用する. Nice2CUの研究では,人の情報を管

理するために,人に関する情報を｢Profiles｣, ｢Expeeriences｣, ｢Messages｣, ｢Human

Relations｣として走義する.本研究ではまた,人の履歴情報や出会いﾛｸﾞを利用した

｢Expeiences｣や｢Messages｣による映像をﾕ-ｻﾞに推薦するための人間関係の採点法を

提案する･ (3)最後に,物(対象物)がﾕ-ｻﾞに対する記憶想起の起点(object-triggered)

となるu)iq山tousMemoriesﾓｼﾞｭ-ﾙを提案する.例えば,目に入ってくる対象物に関

連する体験を思い出したいという場合に,ﾕ-ｻﾞの記憶想起を支援する. Ubiquitous

Memoriesでは,認知的な影響を与えるﾓｼﾞｭ-ﾙの設計と実装が研究の中心である.

Ubiquitous Memoriesは記憶操作のｶﾃｺﾞﾘにおけるMemory Retrieval, Memory Exchange,

Memory Editingの実装例であり,記憶構造のｶﾃｺﾞﾘにおけるPhysical Objectの実装

例である. UbiquitousMemoriesでは,ﾕ-ｻﾞ視点映像を対象物と関連付けるためにRFID

装置を採用した･ Ubiquitous Memoriesにおいて,実世界の対象物はRFIDﾀｸﾞが添付さ

れている･ Ubiquitous Memoriesには, 『符号化特走性原理』という人の認知的特性を利

用した設計が行われている.


